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童を①経験の少ない児童 a群とし，月に 2回及び週に 1
回等年間を通じて定期的に学習の機会が持たれた場合の














































で有意差があった。 (X2=12.9, df=4)そこで， 5項目
のどの間に差があったか調べたところ， a群と b群の「自
己評価の 5項目」のうち「字の形」，「線の太さ」の項目
において a群と b群に 1％水準で有意差があり，それ
ぞれの数値から b群の方が明らかに多いことが判明した。
すなわち，書写学習の経験の少ない子ども群 (a群．n=











a群発見数 順位 b群発見数 順位
字の大きさ 67.50% 1 93.75% 2 
字と字の間隔 11.25% 4 8.75% 5 
字の形 43.75% 2 100% 1 
線の太さ 2.50% 5 22.50% 3.5 
点・線等の各部






















































































ー 2 I 3 I 4 I 5 I発見総数
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